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新新新新しいしいしいしいドナルドソンドナルドソンドナルドソンドナルドソン系系系系ニジマスニジマスニジマスニジマスのののの飼育飼育飼育飼育にににについてついてついてついて    

高橋一孝



当所では （）年 月 日に産卵したドナルドソン系ニジマス （多産系「」）の

発眼卵を，中央水産研究所日光支所より導入した。本種の飼育成績及び採卵成績については，高橋らが 年に

取りまとめ報告している 。すなわち，本種の特性については，年魚の成熟率は ，年魚の雌成熟率は ，

雄成熟率 ，年魚で初めて雌は成熟し，体重は に成長した。成長は飽食給餌で良好であった。年魚

の採卵親魚率は （生残 尾）で，尾採卵数 粒，粒卵重 であった。産卵期は 月上旬～

 月下旬と晩期型で，期間中体色は著しく銀色であったと述べている。加藤 は胸鰭，尾鰭等の擦れや脱落も顕

著であったと報告しているが，当時は飼育環境が異なるためか，こうした傾向は見られなかった。

その後 年近く継代飼育してきたが，最近では本種の最大の特徴であった銀色の体色が薄くなり，また産卵開

始時期も 月上旬から 月下旬へと ヶ月以上早まり，導入当初の飼育特性と大きく異なってきている。この

原因にひとつに，年の現在地への移転新築に伴う飼育魚の移動の際に，忍野系ニジマスと混じった可能性が

指摘されている。今回，偶然にも日清丸紅飼料株のご厚意によりアメリカ合衆国産ドナルドソン系ニジマス（海

面養殖用種苗）の発眼卵を得る機会に恵まれ，飼育することができたので，その結果を報告する。

    

材料及材料及材料及材料及びびびび方法方法方法方法    

（）年 月 日にアメリカ合衆国産ドナルドソン系ニジマス（以下米産ドナという）の発眼卵を 

粒（粒卵重 ）導入した。発眼卵は 年 月に日本水産資源保護協会で輸入のための魚病検査を受け，

陰性（冷水病，旋回病）を確認したものである。到着後当所でも再度冷水病の 検査（粒使用）を実施し，

陰性を再確認した。ふ化は 月 日から始まり，浮上後は 月 日から餌付けを行った。飼育は，ふ化後はプラ

スチック製水槽（××，）基，年  月 日以降は屋内の 製水槽（××），

 年  月  日以降は屋内コンクリート池（××）， 月  日以降は屋外のコンクリート池（

××）に移動して飼育した。給餌は，最初はフードタイマーで１日 回，年 月 日以降は手撒き

にて 日 回適量与えた。飼育水は地下水で，水温は周年 ℃であった。本種との比較のため，当所で種苗生産

業務に使用している忍野産ドナルドソン（以下忍野産ドナという）及び忍野産ニジマス（以下忍野産ニジという）

のデータも解析に用いた。米産ドナ及び両系統の飼育池は異なるが，ほぼ同じ飼育密度で飼育した。定期的に取

り上げし，年級群毎に成熟状況を調べるとともに，年魚の鰭の状況については，外観から 段階（：ほぼ消失，

：中間，：ほぼ残存）にランク付けし評価した。なお，採卵及びふ化は常法により行った。    

    

結果及結果及結果及結果及びびびび考察考察考察考察

 米産ドナの０年魚及び ，年魚の成長をそれぞれ図 に示す。年 月 日までの収容水槽（）は

小さかったため，成長がかなり抑制されていた。飼育池を大型水槽（）に移動したところ，月 日まで

には体重が に達し，急激な成長の伸びが見られた。また，体色も青色水槽の影響を受けたため，銀色が著し

かった。
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図  米産ドナ０年魚の成長           図  米産ドナ ･年魚の成長

 年 月 日に調べた１年魚の成熟状況を表 に示す。米産ドナ，忍野産ドナとも 年魚では成熟魚が

まったく出現しなかったのに対し，忍野産ニジでは とわずかではあるが，早熟雄が出現した。年魚では忍野

産ニジが雌雄とも殆ど成熟したのに対し，忍野産ドナは半数近くが未熟魚であり，過去の知見 と一致した。翌

年の調査でも忍野産ドナは半数近くの未熟魚が出現しているため，晩熟は本種の遺伝的要因によるものと考えら

れた（表 ）。

一方，年魚の米産ドナは魚体重が忍野産ドナより有意に大きかったにも拘わらず（ｔ検定，），未熟魚

の割合が忍野産ドナより ほど高く，さらに晩熟の傾向が見られた。両者の肥満度に有意差はなかった（ｔ検

定，），（表 ，）。

表　の成熟状況

年令 系統
成熟雄
（尾）

成熟雌
（尾）

未熟
（尾）

合計
（尾）

採卵日

年魚 忍野産ドナ     
同　比率（）    
忍野産ニジ     
同　比率（）    
米産ドナ　※     導入
同　比率（）    

年魚 忍野産ドナ　※     
同　比率（）    
忍野産ニジ     
同　比率（）    

※　全雌魚の混合あり
※　　 

表　の成熟状況

年令 系統
成熟雄
（尾）

成熟雌
（尾）

未熟
（尾）

合計
（尾）

採卵日

年魚 忍野産ドナ　※     
同　比率（）    
米産ドナ　※     導入
同　比率（）    

※　　　全雌魚の混合あり
※　　  

 









  

表　米産ドナ年魚（池）
（） （） 肥満度

平均値   
最大値   
最小値   
標準偏差   
測定尾数   

表　忍野産ドナ年魚（池）
（） （） 肥満度

平均値   
最大値   
最小値   
標準偏差   
測定尾数   










         

調査日

平
均
体
重
（ 
）








    

調査日

平
均
体
重





− 36 −

 

年 月 日に調べた 年魚の成熟状況及び大きさを表 ，に示す。この時点における成熟状況は，雄の

体色，採精量から判断して忍野産ドナの方が明らかに進行しており，産卵期の早いことが予測できた。また，米

産ドナに未熟魚が とわずかに出現したが，雌は 年でほぼ成熟に達するものと考えられた。大きさは米産ド

ナが であったのに対し，忍野産ドナは と米産ドナの方が有意に大きかった（ｔ検定，）。肥

満度は米産ドナが であったのに対し，忍野産ドナは と有意に高く（検定，），すなわち米産ドナ

の方が痩せ身で，明らかに体形が異なっていた（図 ）。年魚では両者に有意差は見られなかったので，その後

体形が変化したものと考えられた。鰭の状況は，両者に有意差は見られず（検定，），忍野産ドナと同様

に鰭の欠損が目立った。

















次に採卵成績を表 に示す。忍野産ドナ，忍野産ニジは必要量に応じて採卵しているため，開始時期は正

確であるが，終了時期については不明であった。忍野産ドナの採卵開始期は  月下旬～ 月上旬，忍野産ニジ

のそれは 月上旬と考えられる。一方，米産ドナの採卵時期は 月中旬～月上旬で，開始時期は忍野産ドナよ

り 週間程度遅かった。今後継代することにより，採卵期が早まるか興味深いところである。１粒卵重は 

で，採卵期の前半より後半の方が大きかった。一方，忍野産ドナは ，忍野産ニジは であったので，

米産ドナは大型卵系といえる。尾採卵数は 粒で，忍野産ドナ 粒，忍野産ニジ 粒であったので，

ほぼ同じであった。発眼率は と低かったが，これは飼育管理上の失敗（銅ファイバーの交換ミス）による

もので，この分を除くと とかなり高かった。ふ化率も と同様に低かったが，この分を除くと同様に

と高かった。忍野産ドナの発眼率は ，忍野産ニジは であったので，米産ドナはかなり良好であ

った。

以上の結果より，米産ドナは忍野産ドナと同様に晩熟型であり，産卵開始時期は 月中旬と忍野産ドナより３

週間程度遅く，かつ発眼率やふ化率等のふ化成績も良好なため，廃棄処分とはせずに，今後も継代飼育すること

にした。
表8　忍野産ニジの採卵成績
採卵日 月日 月日 合計･平均
採卵尾数（尾）   
粒卵重（）   
発眼率（）   
尾採卵数（粒）   
※発眼卵に対する割合を示す

表　米産ドナ年魚（池）

（） （） 肥満度 鰭の状況

平均値    
最大値    
最小値    
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測定尾数    
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表9　忍野産ドナの採卵成績
採卵日 月日 月日 月日 月日 合計･平均
採卵尾数（尾）     
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表　米産ドナの採卵成績
採卵日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 月日 合計･平均 残尾数
採卵尾数（尾）           
過熟尾数（尾）           
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採卵親魚率（）           
粒卵重（）           
発眼率（）           
ふ化率　　※           
奇形率　※           
尾採卵数（粒）           
※発眼卵に対する割合を示す     

        

図3 雌親魚と雄親魚（2010年 12月28日） 

    

要要要要    約約約約    

 新しいドナルドソン系ニジマス（米産ドナ）を導入し飼育し，忍野産ドナと忍野産ニジと比較検討した。

 米産ドナの成熟開始年令は，雄は 年，雌は 年で，忍野産ニジより遅く，忍野産ドナと同じであった。

 米産ドナの産卵時期は 月中旬から 月中旬までで，忍野産ニジより ヶ月，忍野産ドナより ヶ月遅く，

晩期型であった。

 米産ドナの 尾採卵数は 粒で，忍野産ドナとほぼ同じであった。粒卵重は で，忍野産ドナの

より大型であった。発眼率，ふ化率は ，であったが，卵管理の失敗分を除くとそれぞれ ，

であった。忍野産ドナの よりかなり良好であった。

 米産ドナの未熟魚の体色は銀色が強く現れ，成熟した 年魚の体形は肥満度が低かったが，鰭の欠損の程度

は忍野産ドナと同等であった。
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